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⽬的と⽅法

第 9 回 厚 ⽣ 労 働 省 I C F シ ン ポ ジ ウ ム

• 精神科作業療法計画の標準化を図ることを⽬的に，ICFコードを活⽤した精
神科作業療法計画により精神科作業療法の実施状況を探索的に調査した．
• 全国15医療機関に協⼒を要請し，2020年9⽉から12⽉までに精神科病棟

に⼊院した患者36名を対象とした．
• ICFコードを活⽤した精神科作業療法計画の内容（⼊院初回時のもの）につ

いて調査した．
• ICFコードの⽤いられ⽅の傾向を検討するために，ICFコードの出現回数の算出

とword法による階層的クラスター分析を⾏った．
• 階層的クラスター分析後，最⼩出現回数を3に設定したデンドログラムを作成し

た．
• 解析にはKH Coderを⽤いた．



結果

第 9 回 厚 ⽣ 労 働 省 I C F シ ン ポ ジ ウ ム

コード 回数（回）
d240 ストレスとその他の⼼理的要求への対処 1９
b1300 活⼒と欲動の機能 活⼒レベル ９
b1263 気質と⼈格の機能 精神的安定性 ８
b1304 活⼒と欲動の機能 衝動の抑制 ６
b1602 思考機能 思考の内容 ６

内容 ⼈数（⼈）
⽣活及び⽣活全般（ADL／IADL）に関すること １４
趣味や余暇活動に関すること ７
服薬や疾患など健康に関すること ７
家族関係を含め、対⼈関係に関すること ４
仕事に関すること ３
その他 １ 問題解決練習

基礎的学習練習
余暇活動練習
筋⼒維持・増強訓練
⾃⼰管理練習
対⼈交流練習
⾃⼰の振り返り練習
コミュニケーション練習
ストレスの対処練習
環境調整
⽇課の遂⾏練習
仕事練習
コミュニティに参加する練習
情報提供
単⼀課題もしくは複雑課題の
遂⾏の練習

表1．患者との合意内容

表2．障害（弱み）とアセスメントした項⽬

図1．焦点化したADL/IADLの⽀援課題

図2．実施したプログラム内容
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①患者との合意内容
「ADL／IADL」

②アセスメント内容
「ストレス等の対処」

③⽀援課題内容
「ストレス等の対処」

④プログラム内容
「ストレス等の対処」
「余暇活動」



考察とまとめ

第9回 厚⽣労働省ICFシンポジウム

１．「⽣活及び⽣活全般（ADL／IADL）に関すること」
精神科作業療法で合意されやすい傾向
⇨精神科作業療法は⽣活⾏為に関するリハビリテーション

２．ICFコード「d240 ストレスとその他の⼼理的要求への対処」
アセスメント，焦点化，プログラムでコードを多⽤される傾向
⇨ストレス対処は⼊院中の精神科作業療法で扱われやすい
⽀援対象事項

３．ICFコードの活⽤は精神科作業療法計画の質の管理ができる可能性
４．事例の蓄積とデータ解析，標準化が課題


